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関節リウマチ患者における生物学的製剤の増量と関節破壊との関連についての調査
（STARBOARD study）

　本研究は治療効果が不十分な関節リウマチ患者の治療において添付文書上増量や
投与期間の短縮が可能な生物学的製剤による治療強化を行った場合の疾患活動性や
関節破壊の変化を調査することを目的とする。
　近年関節リウマチ(RA)の治療戦略は生物学的製剤の導入により大きく変化した。
生物学的製剤は関節炎等の臨床症状を改善するだけでなく関節破壊の進行を抑制
し、RAの治療目標である寛解を達成できる可能性が高まった。
　しかし、生物学的製剤の通常量投与では効果不十分な患者が存在する。添付文書
上、治療効果が不十分な場合に、生物学的製剤の増量や投与期間の短縮が可能な製
剤を使用している患者では治療強化を行うことができるが、その後の疾患活動性や
関節破壊の変化を調査した報告は少ない。
　そこで本研究では、添付文書上治療効果が不十分な場合に増量や投与間隔短縮が
可能な生物学的製剤で治療中のRA患者において、通常診療で定期的に行う関節エ
コー検査で活動性滑膜炎が残存している治療効果不十分患者に対して治療強化を推
奨し、主治医の推奨通り増量した患者の1年後の疾患活動性や関節破壊の変化を、増
量しなかった患者ならびに活動性滑膜炎がなかった患者と比較検討する。
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